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1.　家政 学ことに実践家政 学は何 を研 究し ようとする

のか必ずしも明確にされていない。被 服なのか，食 物な

のか，家 庭の経営 なのか。 さ ら に 実態なのか。技 術(手

段・方法)なのか。 これを明らかにし よ うとした。

2.　 思弁 による。

3.　 実践家 政学の対 象は家庭 を維持 ・向上 させるため

の家庭 経営 の技術 であると思う。 ただ経営 の技術 だけ で

なく， 被服， 食物等の調製 ・管 理，育 児等々の個々の技



術をも含 めた体系的技術である。 しかし 個々 の単位技術

は固定し たものでな く，情勢に応じて入れか わる。従来

は被服，食物等の科 学・技術が対象であ ると考えてい た

人 が多 かっ たようであ るが，これは誤 りである と思 う。

家庭経 営技術 の体系 は情勢 に応じ て改変しなければ用を

なさない。 技術は目的 と手段 の体系 であ るから，そ の時

機 に最もよく目的 を達し うる手段 体系を 選ば ねば ならな

い。 たとえば 最近 のように今まで家庭 でなされて来 た被

よってなされるよう

になれば， 当然それらの技術は家庭 経営，技術体系 から

外れることになる。 これをそのまま家 庭経営 技術し たが

って家 政学の対 象としているところに， 現在の家 政学が

職業的技術の追究に走っている原因がありはし まいか。

現在は以上 のよ うな手工的技術よりも，対内・対外の精

神的技術の方が大きな意味をもってい ると思う。
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